
普及啓発活動を兼ねた市内統一美化活動への参加（９月）

平成２３年度　4月から8月の事業実績の推移

4月～8月

前年度

前年比

（％）

男性

3,100

3,693

83.9%

計

4,473 

5,218 

85.7%

契約金額

（千円）

437,273 

460,839 

94.8%

就業率

（％）

40.5 

36.0 

－

就業実人員

（人）

1,812 

1,877 

96.5%

会員数（人）

女性

1,373

1,525

90.0%

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
啓
発
促
進
月
間

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
啓
発
促
進
月
間

取
組
事
業
内
容

事
業
実
績
の
推
移
（
４
月
〜
８
月
）

（１）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
理
念
を
広
く

市
民
の
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
は
、
毎

年
１０
月
を
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
啓
発

促
進
月
間
」
と
定
め
、
全
国
で
「
普
及
啓
発
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー

で
も
、
本
事
業
に
つ
い
て
の
啓
発
・
増
進
及
び
事

業
の
拡
大
を
図
る
た
め
会
員
・
役
職
員
と
一
体
と

な
っ
た
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
○
区
民
祭
へ
の
参
加

　
　
・
幸
区
民
祭
（
南
部
事
務
所
）

　
　
・
宮
前
区
民
祭
（
中
部
事
務
所
）

　
　
・
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
（
北
部
事
務
所
）

　
○
社
会
奉
仕
活
動

　
　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
会
場
　
大
師
公
園
）

　
○
会
員
増
強
・
受
注
拡
大
活
動

　
　
・
会
員
に
よ
る
口
コ
ミ
活
動

　
　
・
各
地
域
班
に
よ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

　
　
　
配
布
活
動

　
　
・
地
域
情
報
誌
へ
の
広
報
掲
載

　
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
実
績
は
、
３
月
１１
日
に
発

生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
の
影
響
に
よ
る
民
間

企
業
か
ら
の
受
注
減
少
や
公
共
団
体
の
競
争
入
札

へ
の
移
行
、
指
定
管
理
者
制
度
の
実
施
に
伴
う
契

約
の
変
更
等
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
４
月
か
ら
８

月
の
事
業
実
績
は
、
就
業
率
を
除
い
て
昨
年
度
と

比
較
し
ま
す
と
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
で
、
事
業
啓

発
月
間
な
ど
を
活
用
し
て
就
業
機
会
の
確
保
に
向

け
て
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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関根 清次さん（南部事務所会員）（右）
仲川 新二 事務局長（左）

「安全就業標語」及び
「ヒヤリハット体験事例」
募集ポスター

交通安全講習会

接遇講習会

講
習
会
実
施
の
お
知
ら
せ

講
習
会
実
施
の
お
知
ら
せ

（２）

 
◎
安
全
標
語
最
優
秀
表
彰

　
安
全
就
業
の
推
進
に
つ
な
が
る
標
語
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
関
根
清
次
さ
ん
（
南
部
事
務

所
会
員
）
の
「
ち
ょ
っ
と
待
て
　

左
右
の
確
認
　

青
信
号
」

が
、
最
優
秀
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
安
全
・
適
正
就
業
強
化

月
間
の
７
月
４
日
に
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
賞
状
及
び
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

『
関
根
清
次
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
』

　「
こ
の
よ
う
な
表
彰
を
受
け
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
会

員
に
な
っ
て
３
年
で
、
現
在
、
放
置
自
転
車
の
監
視
業
務

を
仲
間
と
一
緒
に
行
っ
て
お
り
、
こ
の
標
語
は
就
業
中
に

ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
た
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
考
え
ま
し
た
。」

 

◎
交
通
安
全
・
接
遇
講
習
会

平
成
２３
年
７
月
２１
日（
木
）　
参
加
人
数
２４
名

　
就
業
途
上
の
交
通
事
故
防
止
、
会
員
の
就
業
態
度
向
上

に
伴
う
講
習
会
が
川
崎
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
放
置
自
転

車
対
策
就
業
会
員
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
神

奈
川
県
警
交
通
安
全
教
育
隊
で
、
映
像
を
使
っ
た
路
上
に

お
け
る
交
通
事
故
に
関
す
る
講
義
を
受
け
、
接
遇
部
門
で

は
、
講
師
か
ら
就
業
態
度
か
ら
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
実
例

を
含
め
た
講
義
と
参
加
者
同
士
で
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
実
演

を
行
い
、
利
用
者
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
と
、
接
し
方
の

方
法
な
ど
実
践
的
な
体
験
を
会
得
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

◎
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

「
安
全
就
業
標
語
」
及
び
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
」

の
募
集
に
つ
い
て 

　
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で
は
「
安

全
就
業
標
語
」
及
び
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
」
の
募

集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
応
募
用
紙
は
各
事
務
所
に
用
意

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

●
子
育
て
支
援
講
習
会

　
子
ど
も
の
発
達
に
伴
っ
た
遊
び
方
や
健
康
、
安
全
等
の

留
意
点
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
育
児
支
援
に
携
わ
っ
て
い

る
会
員
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も
に
関
心
の
あ
る
方
は
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
募
集
人
員
　
２０
名

　
講
習
日
時
　
平
成
２３
年
１２
月
１３
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分

　
講
習
会
場
　
川
崎
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
３
階
研
修
室

　
　
　
　
　
　
川
崎
区
日
進
町
５
―
１

　
　
　
　
　
　
　（
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
下
車
約
１０
分
）

　
申
込
締
切
　
１１
月
３０
日（
水
）
必
着

　
申
込
み
方
法

　
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
①
講
習
会
名
②
氏
名
③
住
所 

④
年
齢
⑤
会
員
番
号
⑥
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
左

記
あ
て
に
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　
〒
２
１
０
―
０
０
２
４

　
川
崎
市
川
崎
区
日
進
町
５
―
１

　
ú
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
事
業
企
画
課

　
　
　
　
　
　
　
@
０
４
４
―
２
２
２
―
６
８
８
６

安
全
就
業
だ
よ
り



発注者宅にてサツキ剪定作業中、脚立から滑り転落。腰を地面に
打ち付けた。

就業場所から自転車での帰宅途中、車道と歩道の段差で転倒し、
左上腕部を骨折した。

就業場所での魚加工作業中、魚の骨が右手人差し指の爪の間に刺
さり、化膿した。

就業先からの帰宅途中に段差で足を踏み外し転倒。左足指から踵
にかけて骨折した。

駐輪場にて自動二輪の整理誘導を行っていたところ、暴走した大
型スクーターに追突され負傷した。

北部 

南部

北部 

中部

中部

就業中 

途上 

就業中

途上 

就業中

男 

男

女 

女

男

1 

2 

3

4 

5

植木・造園工事 

屋外雑役作業

調理

会館受付業務

駐輪場管理

マンション住居者の玄関の天井に街灯がついており、蛍光灯が不
良のため脚立に乗って電球交換をしていたが、なかなか外れない
ため力を込めたところ、ソケット部分が破損した。

発注者所有のアパート外壁及び手すりの塗装作業の際、住人の所
有する洗濯機を移動し作業した。その後住人が洗濯機を使用しよ
うと思ったらホースが外されており、スイッチを入れたらカタカ
タ音を立て、使用出来なくなった。

塗装作業を実施のため、鉄製門扉塀のポリカーボネート製の目隠
しを外したところ、ネジ、ネジ穴及び目隠しを破損させてしまい、
もとに戻せなくなった。

発注者敷地にて刈払機で雑草を刈っていたところ、繁茂して隠れ
ていた水道管に気づかず刈払機のナイロンヒモが接触し破損した。

中部

北部

北部

中部

就業中

就業中 

就業中

就業中

男

男 

男

男

1 

2 

3 

4

清掃作業

塗装工事 

塗装工事

植木・造園工事

平成２３年４月～８月　主 な 事 故 発 生 状 況

事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 性別番号 仕事の内容

１ 会員傷害事故

事 　 　 故 　 　 状 　 　 況事務所区分 性別番号 仕事の内容

２ 賠償責任事故

地
域
班
だ
よ
り

（３）

　「
地
域
班
」
に
つ
い
て
、
会
報
で
各
地
域
を
紹
介
の
第

四
回
目
は
高
津
区
で
す
。
川
崎
市
の
ほ
ぼ
中
部
に
位
置
し
、

多
摩
川
に
沿
っ
た
低
地
と
そ
の
南
側
及
び
西
側
に
広
が
る

丘
陵
地
帯
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
武
蔵
溝
口
駅
周
辺
は

Ｊ
Ｒ
南
武
線
と
東
急
田
園
都
市
線
の
結
節
点
で
再
開
発
が

進
み
商
業
施
設
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
く
変
化
を
し

発
展
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
山
街
道
な
ど
、
沿
道
に
は
歴

史
的
遺
産
が
残
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
調
和
の
と
れ
た
新
し

い
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
高
津
区
南
班
長
　
村
上
　
浩
二

　
　
定
年
後
、
人
材
セ
ン
タ
ー
を
知
り
会
員
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
班
長
に
選
ば
れ
仕
事
を
通
じ
少
し
で
も
協
力

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
高
津
区
北
班
長
　
坂
田
　
英
男

　
　
私
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
健
康
な
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
地
域
班
長
と
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



左：市川会員　右：仁科会員

大黒天境内清掃

大
黒
天
の
境
内
清
掃
に

取
組
む
会
員
を
訪
問
し
て

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（４）

　
丸
子
橋
を
（
東
京
側
か
ら
）
渡
っ
て
正
面
に
位
置
す
る

西
明
寺
は
、
川
崎
七
福
神
の
内
の
大
黒
様
を
祀
っ
て
い
る

お
寺
で
す
。
こ
の
お
寺
の
境
内
や
墓
地
の
清
掃
に
従
事
さ

れ
て
い
る
会
員
の
、
仁
科
さ
ん
と
市
川
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
仁
科
さ
ん
は
境
内
の
芝
の
手
入
れ
を
担
当
さ
れ
て
い
ま

す
。「
３
年
前
に
着
任
し
た
と
き
は
、
雑
草
が
生
え
て
い

た
り
芝
が
剥
が
れ
て
い
た
り
し
て
、
か
な
り
荒
れ
て
い
る

状
態
で
し
た
。
３
年
が
か
り
で
や
っ
と
こ
こ
ま
で
に
し
ま

し
た
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
芝
の
手
入
れ
と
い
う
の
は
、
４
月
頃
か
ら
９
月
頃
ま
で

が
発
育
期
で
芝
を
刈
っ
た
り
雑
草
を
取
っ
た
り
芝
を
活
性

化
さ
せ
る
時
期
で
、
１０
月
頃
か
ら
３
月
頃
は
休
眠
期
な
の

で
雑
草
を
取
る
く
ら
い
に
し
て
、
そ
っ
と
し
て
お
く
時
期

だ
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
発
育
期
に
入
る
前
に
は
、
枯
れ
た
芝
や
雑
草
を

取
り
除
い
た
り
肥
料
を
撒
い
た
り
手
入
れ
を
始
め
ま
す
。

枯
れ
草
を
除
か
な
い
と
蒸
れ
た
り
虫
が
発
生
し
た
り
し
て

根
や
新
芽
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
熊
手
で
丁
寧
に
掃

い
て
取
り
除
き
ま
す
。
と
に
か
く
１
年
を
通
じ
て
雑
草
と

の
戦
い
で
あ
り
草
取
り
は
欠
か
せ
な
い
作
業
だ
そ
う
で
す
。

　
仁
科
さ
ん
は
グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
と
し
て
ゴ
ル
フ
場
に

お
勤
め
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
で
芝
に
関
し
て
専
門
家
で

い
ら
れ
、
そ
の
経
験
と
技
術
で
素
晴
ら
し
い
芝
生
に
育
て

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
「
き
れ
い
な
芝
だ
ね
ぇ
」「
芝
が
随
分
き
れ
い

に
な
っ
た
ね
」
と
参
拝
客
の
方
々
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る

事
が
あ
り
、
一
生
懸
命
や
っ
て
来
た
甲
斐
が
有
っ
た
と
喜

び
を
感
じ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
き
れ
い
に
手
入
れ
さ
れ
た

芝
生
を
カ
ラ
ー
写
真
で
お
見
せ
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　
市
川
さ
ん
は
、
今
年
８
月
か
ら
清
掃
作
業
に
就
か
れ
、

参
道
と
お
墓
の
清
掃
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
業
は
時

間
が
経
っ
た
お
墓
の
お
供
え
を
廃
棄
し
た
り
、
お
墓
周
り

に
生
え
た
雑
草
を
取
っ
て
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。「
注
意

し
て
い
る
事
は
お
供
え
を
捨
て
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
こ

の
夏
場
は
気
温
も
高
く
水
が
蒸
発
す
る
の
で
花
が
直
ぐ
枯

れ
ま
す
。
希
に
カ
ラ
ス
が
お
供
え
を
持
っ
て
行
く
事
も
あ

り
ま
す
。
事
情
を
知
ら
な
い
参
拝
客
に
、「
先
日
供
え
た

ば
か
り
の
お
供
え
が
も
う
捨
て
ら
れ
た
」
と
苦
情
を
言
わ

れ
る
事
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
お
盆
、
お
彼
岸
を
迎
え
る
の

で
、
お
墓
周
り
の
清
掃
は
気
が
抜
け
な
く
大
変
だ
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
お
２
人
の
心
の
こ
も
っ
た
お
仕
事
の
お
か
げ
で
境
内
は

塵
ひ
と
つ
無
く
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
眺
め
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
大
黒
様
は
、
大
き
な
袋
を
か
つ
い
で
米
俵
の
上
に
坐
し

て
い
ま
す
。
一
説
で
は
、
一
生
懸
命
に
働
く
こ
と
に
よ
り
、

袋
に
は
七
宝
、
足
元
に
は
コ
メ
が
自
然
に
集
ま
る
事
を
表

し
、
手
に
持
っ
て
い
る
打
出
の
小
槌
で
思
う
ま
ま
に
黄
金

を
振
り
ま
く
事
が
で
き
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
様
に
働
く
事
は
徳
と
教
え
て
い
る
、
大
黒
様
の
境

内
を
一
生
懸
命
清
掃
す
る
お
２
人
に
は
、
き
っ
と
福
徳
を

授
け
て
貰
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

（
取
材
＝
会
報
編
集
委
員
・
田
原
　
了
）
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◎
除
草
作
業
講
習
会

　
　
　
　
　
平
成
２３
年
９
月
１６
日（
金
）　

　
　
　
　
　
場
　
所
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
々
力

　
　
　
　
　
参
加
者
　
１３
名
（
男
性
１１
名
・
女
性
２
名
）

　
超
高
齢
社
会
と
い
う
状
況
が
現
実
と
な
っ
た
中
で
、
最

近
、
抗
加
齢
（
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
）
医
学
と
い
う
言
葉

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
抗
加
齢
医
学
と
は
、
疾

病
の
医
学
が
対
象
と
し
た
「
病
気
の
治
療
」
か

ら
「
健
康
な
人
の
さ
ら
な
る
健
康
」
を
指
導
す

る
プ
ラ
ス
の
医
療
で
究
極
の
予
防
医
学
で
す
。

　
私
は
こ
の
勉
強
会
の
世
話
人
を
õ
神
奈
川
健

康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
議
会
と

い
う
団
体
で
一
年
半
続
け
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
順
天
堂
大
学
大
学
院
の
白
澤
　
卓
二
教
授
の

推
奨
す
る
健
康
長
寿
法
す
な
わ
ち
、　
①
毎
日

適
量
の
お
酒
（
ワ
イ
ン
）
を
飲
む
　
②
地
中
海

風
の
食
生
活
（
塩
を
控
え
た
和
食
）
に
野
菜
果

物
を
加
え
る
　
③
肥
満
を
防
ぐ
　
④
よ
く
体
を

動
か
す
　
⑤
タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
こ
と
等
、
５

点
の
事
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
体
を
動
か
す
こ
と
は
健
康
維
持
の
た

め
の
基
本
で
あ
り
、
大
変
重
要
な
こ
と
と
認
識

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
数
年
一
般
的
に
な
っ

た
※
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
習
得
）
を
仕
事
が
入
ら

な
い
早
朝
、
気
持
ち
良
く
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
生
涯
の
生
き
が
い
で
あ
る
山
歩
き
は
ハ
イ

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
今
年
は
泊
ま
り
が

け
で
の
秋
田
駒
ケ
岳
や
上
高
地
合
宿
そ
の
他
、

毎
月
日
帰
り
ハ
イ
キ
ン
グ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
健
康
な
生
活
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
選
手
が
夏
場
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
取
り
入
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）

を
両
手
に
持
つ
事
に
よ
り
歩
行
運
動
を
補
助
し
運
動
効

果
を
増
強
す
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
一
種
。
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（６）

　
秋
晴
れ
の
中
、
南
部
事
務
所
で
は
第
２
回
目
と
な
る
除

草
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
は
等
々
力
競
技
場
の
近
く
に
あ
る
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
々
力
で
す
（
前
回
と
同
じ
場
所
）。
講
師
は

長
年
除
草
班
で
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
佐
藤
・

内
野
会
員
の
お
２
人
で
す
。

　
強
い
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
中
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

黙
々
と
一
生
懸
命
作
業
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

午
前
９
時
頃
か
ら
作
業
を
開
始
し
、
正
午
前
に
終
了
し
ま

し
た
。

　
講
師
・
受
講
会
員
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◎
地
域
サ
ポ
ー
ト
事
業
説
明
会

　
　
　
　
　
平
成
２３
年
９
月
２９
日（
木
）

　
　
　
　
　
場
　
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

　
　
　
　
　
参
加
者
　
２２
名

　
最
近
、
依
頼
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
地
域
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
つ
い
て
、
就
業
を
希
望
さ
れ
る
会
員
へ
の
説
明
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
地
域
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
概
要
を
説
明
し
、
具
体
的
な
就

業
の
内
容
と
し
て
、
主
に
蛍
光
灯
の
交
換
、
家
具
の
移
動

等
に
つ
い
て
依
頼
を
受
け
た
後
に
、
セ
ン
タ
ー
が
希
望
さ

れ
る
会
員
の
皆
様
に
紹
介
を
す
る
事
業
で
す
。

　
そ
の
後
、
事
業
に
係
る
質
疑
を
行
い
、
今
後
、
会
員
の

ご
意
見
を
事
業
に
取
り
入
れ
な
が
ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◎
統
一
美
化
活
動
参
加（
報
告
）

　
　
　
　
平
成
２３
年
９
月
２５
日（
日
）

　
　
　
　
参
加
人
数
　
３１
名

　
今
年
も
川
崎
市
内
一
斉
の
「
市
内
統
一
美
化
活
動
」
に
、

地
域
へ
の
貢
献
と
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
参
加
し
ま
し

た
。

　
秋
ら
し
い
涼
し
い
気
候
の
な
か
、
高
津
区
役
所
・
宮
前

環
境
事
業
所
等
と
共
同
で
、
武
蔵
溝
ノ
口
駅
デ
ッ
キ
を
中

心
に
、
積
極
的
に
ゴ
ミ
や
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
回

収
し
た
こ
と
か
ら
、
一
袋
で
は
足
り
な
い
方
も
い
ま
し
た
。

懸
命
な
活
動
の
結
果
、
デ
ッ
キ
が
綺
麗
に
な
り
、
爽
や
か

な
気
持
ち
で
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

　
当
日
の
参
加
会
員
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
か
ね
て
よ
り
会
報
に
て
募
集
し
て
い
る
絵
画
同
好

会
は
、
和
気
藹
藹
と
楽
し
く
、
毎
月
第
２
と
第
４
水

曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
２
時
間
く
ら
い
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
引
き
続
き
参
加
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
参
加

ご
希
望
の
方
は
、
発
起
人
の
会
員
名
内
（
ナ
ウ
チ
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
見
学
は
自
由
で
す
。
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
受
講
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
絵
画
に
必
要
な

道
具
や
材
料
は
、
ご
自
身
で
ご
用
意
い
た
だ
き
ま
す
。

※
【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
発
起
人
　
名
内
国
雄
会
員

　
@
０
４
４
―
７
５
０
―
７
９
１
６
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今
、
歴
史
が
脚
光
を
浴
び

て
い
ま
す
。
末
永
時
和
会
員

よ
り
古
代
史
に
ま
つ
わ
る
ユ

ニ
ー
ク
な
解
説
を
聞
く
こ
と

の
で
き
る
場
を
設
け
ま
し
た
。

受
講
料
は
無
料
で
す
。
歴
史
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
北
部
事
務
所
に
足
を
運
ん
で
み
て
下
さ
い
。

　
日
　
時
　
平
成
２３
年
１２
月
１５
日（
木
）　

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

　
会
　
場
　
北
部
事
務
所
　
２
階
会
議
室

　
内
　
容
　
教
科
書
を
越
え
る
面
白
い
古
代
史

　
―
邪
馬
台
国
は
ど
こ
か
？
古
事
記
の
ユ
ニ
ー
ク
な

解
釈
―
古
事
記
に
よ
る
天
地
の
開
け
始
め
か
ら
神
武

東
征
ま
で
、
皇
国
史
観
で
も
な
く
文
献
批
判
で
も
な

い
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
で
邪
馬
台
国
時
代
を
説
明
し
ま

す
。
古
事
記
の
神
話
の
世
界
が
歴
史
的
な
事
象
を
表

し
て
い
る
と
考
え
、
神
話
の
地
名
、
伊
邪
那
岐
・
伊

邪
那
美
の
命
、
天
照
大
皇
神
、
天
の
岩
戸
、
大
国
主

の
命
、
出
雲
の
国
譲
り
、
南
九
州
の
神
代
三
代
、
神

武
東
征
な
ど
の
新
し
い
解
釈
で
す
。

※
申
込
み
方
法
　
１２
月
８
日（
木
）
ま
で
に
北
部

事
務
所
に
、
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
@
０
４
４
―
９
８
０
―
０
１
３
１

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　
　
　
　
平
成
２３
年
７
月
１６
日（
金
）　

　
　
　
　
出
席
者
　
５
名

　
平
成
２２
年
度
に
発
生
し
た
事
故
状
況
を
分
析
し
、
平
成

２３
年
度
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
事

故
の
減
少
を
目
指
し
て
、「
会
員
の
傷
害
事
故
だ
け
で
は

な
く
賠
償
事
故
防
止
の
視
点
を
強
化
す
る
こ
と
」「
転
倒

等
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
が
原
因
と
思
わ
れ
る
事
故

が
多
い
の
で
、
足
元
の
段
差
等
を
注
意
す
る
よ
う
促
す
こ

と
」「
個
々
人
の
健
康
や
体
調
を
理
解
し
熱
中
症
対
策
を

考
え
る
こ
と
」「
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
蜂
に
刺
さ
れ
な
い

た
め
の
予
防
策
を
伝
え
る
こ
と
」
な
ど
を
就
業
現
場
巡
回
・

指
導
時
の
重
点
事
項
と
し
ま
し
た
。

◎
事
務
所
地
域
連
絡
会
議

　
　
　
　
平
成
２３
年
７
月
２８
日（
木
）

　
　
　
　
出
席
者
　
１１
名

　
第
１
回
事
務
所
地
域
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
５

月
２６
日
に
開
か
れ
た
地
域
班
全
体
連
絡
会
議
の
報
告
後
、

今
年
度
の
チ
ラ
シ
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
配
布
計
画
等
を
検
討

し
ま
し
た
。
今
年
度
も
受
注
拡
大
の
た
め
、
チ
ラ
シ
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
ま
た
、
地
域
の
活
動
と
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
や
区
民
ま
つ
り
な
ど
に
も
、
参
加
し
て

い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
懇
談
会

　
　
　
　
平
成
２３
年
８
月
２４
日（
水
）

　
　
　
　
出
席
者
　
１４
名

　
前
半
は
、
長
谷
川
キ
ヌ
エ
会
員
（
南
部
事
務
所
）
を
講

師
に
招
き
、「
傾
聴
」
に
つ
い
て
簡
単
な
講
義
を
行
い
ま

し
た
。
特
に
相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
話
を
聴
く
こ

と
、
自
分
が
何
か
を
し
て
あ
げ
よ
う
と
は
思
わ
な
い
こ
と

な
ど
、
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
、
家
事
や
育
児
の

仕
事
に
携
わ
る
際
に
生
か
す
と
相
手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
と
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
後
半
は
、
家
事
援
助
・

育
児
支
援
の
社
会
背
景
や
現
状
の
説
明
後
、
会
員
よ
り
「
発

注
者
の
必
要
性
が
低
く
な
っ
た
場
合
の
就
業
の
終
了
の
仕

方
」
に
つ
い
て
議
題
が
出
さ
れ
、
積
極
的
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

◎
統
一
美
化
活
動
参
加

　
　
　
　
平
成
２３
年
９
月
２２
日（
木
）

　
　
　
　
参
加
者
　
１８
名

　
市
内
統
一
美
化
活
動
の
一

環
と
し
て
、
新
百
合
ヶ
丘
駅

周
辺
に
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
前
日

の
台
風
の
影
響
で
、
昨
年
と

異
な
り
、
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
よ
り
も
、
地
面
に
落
ち
た

葉
や
枯
れ
枝
が
多
く
目
立
ち

ま
し
た
。
予
想
よ
り
多
く
の

ゴ
ミ
を
収
集
し
、
駅
周
辺
が

見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。



　
３
月
１１
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
で
、
特

に
被
害
の
大
き
か
っ
た
、
岩
手
県
・
宮
城
県
及
び
福
島

県
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
１
日
も
早
い
復
興
を

支
援
す
る
た
め
、
各
事
務
所
で
復
興
義
援
金
募
金
箱
を

６
月
末
ま
で
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
会
員
の
方
よ

り
心
温
ま
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
１
３
４
、１
４
９

円
の
義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
義
援
金
は
、
õ
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
を
通
じ
て
被
害
の
甚
大
だ
っ
た
東

北
３
県
の
各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
に
送
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
方
々
か
ら
厚
い
お
礼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
こ

と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
復
興

　
義
援
金
の
お
礼
と
ご
報
告

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
D
T
P

﹇
営
業
部
﹈ 
〒
2
1
2
―
0
0
2
3

 

川
崎
市
幸
区
戸
手
本
町
1
―
7
―
1

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
0
4
4
）7
4
2
―
8
8
1
2

株
式
会
社 

ア
サ
ヒ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

表
現
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

　
　
　
　
　
　
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。

★
交
通
安
全

　（
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
）

　
講
習
会
の
お
知
ら
せ

（８）

　
就
業
途
上
の

交
通
安
全
対
策

と
し
て
、
自
転

車
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
に
よ
る
実

技
講
習
会
を
実

施
し
ま
す
。
受

講
料
は
無
料
で

す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
　
　
時
　
平
成
２３
年
１２
月
１６
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
の
間

　
　
　
　
　（
講
習
時
間
１
人
あ
た
り
１０
分
程
度
）

会
　
　
場
　
北
部
事
務
所
　
１
階
作
業
室

講
　
　
師
　
麻
生
警
察
署
交
通
課
交
通
総
務
係

募
集
人
員
　
２０
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
申
込
み
方
法
　
１２
月
７
日（
水
）
ま
で
に
北
部

事
務
所
に
、
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

受
講
時
間
は
申
込
み
締
切
り
後
ハ
ガ
キ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
@
０
４
４
―
９
８
０
―
０
１
３
１

配分金支払日のお知らせ

１０月分

１１月分

１２月分

１１月２５日 ª

１２月２６日 ∑

１月２５日 π

10月分から12月分の配分金支払日は次のと
おりとなっております。

※配分金は月末で締めて翌月２５日（金融機
関が休日の場合は翌営業日）に指定され
た口座へ支払います。

◆
投
稿
・
写
真
を
募
集
し
ま
す

　
会
報
編
集
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真
な
ど
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
内
容
（
①
〜
③
ど
れ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
投
稿
記
事
…
就
業
時
の
様
子
や
経
験
談
な
ど

約
３
０
０
字
程
度

　
②
写
真
…
風
景
、
草
花
や
自
作
の
絵
画
・
彫
刻
な
ど
の
写

真
（
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
）
に
一
言
を
添
え
て

　
③
新
年
号
向
け
写
真
・
作
品
…
新
年
に
因
ん
だ
写
真
や
自

作
の
作
品
、
書
道
な
ど

◆
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

◆
送
り
先

　
〒
２
１
０
―
０
０
２
４
　
川
崎
市
川
崎
区
日
進
町
５
―
１

　
　
�
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
務
課
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

広　　告

契約保養所のパンフレットは各事務所に置い
てありますのでご覧ください。

全国31か所のリゾートホテル
お届けするのは、

こころ豊かな時間です。

川崎市シルバー人材センター会員様
保養所契約施設（１泊朝食付）
お得にリゾートをお楽しみ下さい

大和リゾート（株）　横浜営業所
横浜市西区みなとみらい3-6-1
みなとみらいセンタービル15階
Tel. 045-650-5300　担当：川原

広　　　　告




